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旧
植
田
家
資
料
か
ら
ひ
も
と
く
昔
の
く
ら
し
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編
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八
巻

　

前
回
に
引
き
続
き
、
安
中
新
田
会

所
跡
旧
植
田
家
住
宅
に
残
さ
れ
て
い

る
多
く
の
資
料
の
う
ち
、
今
回
は
、

古こ

文も
ん

書じ
ょ

か
ら
植
田
家
の
暮
ら
し
の
一

端
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

植
田
家
に
伝
わ
る
古
文
書
は
、
江

戸
時
代
中
期
か
ら
昭
和
ま
で
約
３
万

８
０
０
０
点
に
も
及
び
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、植
田
家
が
江
戸
時
代
に
担
っ

て
き
た
安
中
新
田
の
支
配
人
に
つ
い

て
や
明
治
時
代
に
務
め
て
い
た
公
職

（
村
会
議
員
や
地
域
の
委
員
な
ど
）
に

関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
家
計
に

つ
い
て
の
帳
面
や
、
冠
婚
葬
祭
、
年

中
行
事
、
信
仰
に
つ
い
て
の
記
録
な

ど
、
植
田
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
分
か

る
も
の
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、文
化
９
年（
１
８
１
２
年
）

の
記
載
が
あ
る
「
婚
礼
式
法
」、
婚
礼

祝
儀
の
控
え
や
箪た
ん

笥す

や
長な
が

持も
ち

の
数
が

書
か
れ
て
い
る
嫁
入
り
道
具
の
控
え
、

結
納
品
目
録
、
出
席
者
や
土
産
物
の

一
覧
な
ど
、
婚
礼
の
内
容
が
分
か
る

よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
嫁
入
り
道
具

と
し
て
持
っ
て
来
ら
れ
た
そ
ろ
い
の

箪
笥
や
長
持
な
ど
も
現
在
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

節
句
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で

は
、「
初
節
句
粽ち
ま
き

配
り
諸し
ょ

入い
り

用よ
う

帳ち
ょ
う」
や

「
三
月
節
句
祝
儀
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

左
の
写
真
は
端た
ん

午ご

の
節
句
に
用
い
ら

れ
た
絵え

幟の
ぼ
り
の
図
柄
で
、
日
本
古
代
の

神
話
に
登
場
す
る
ス
サ
ノ
オ
や
、
中

国
の
三
国
志
な
ど
の
勇
ま
し
い
場
面

を
題
材
に
し
て
描
か
れ
た
も
の
が
３

点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
田
家
の
信
仰
を
知
る
も
の
と
し

て
は
、
道
明
寺
天
満
宮
や
渋
川
神
社

へ
の
寄
進
の
記
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
は
、
安
中
村
日
高
神
社

の
復
旧
願
や
恩
智
村
北
山
寺
の
廃
寺

復
旧
願
を
出
す
な
ど
、
寺
社
の
修
理

や
復
興
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

10月１日自動抽選分の申込受付け　平成27年10月６日〜 11
月１日分の大・小・レセプションホール、展示室と、平成27
年４月分のそのほかの施設は、９月５日〜 25日に、文化会
館１階窓口またはホームページから申し込んでください。

貸
館
受
付
け

１２/７㊐
午後３時開演
大ホール

前売り
９/7日午前10時〜

第３８回八尾市民劇場
　　大阪フィル地域拠点契約事業

大阪フィルハーモニー
交 　 響 　 楽 　 団

八　尾　演　奏　会

全席指定　500円〜 5,000円　
※詳細はお問合せください

プログラム（予定）
バーンスタイン／「キャンディード」序曲
モーツァルト／ヴァイオリン協奏曲 第５番「トルコ風」
ムソルグスキー（ラヴェル編）／組曲「展覧会の絵」

※�就学前児入場不可（一時保育
あり［１人500円。定員20人。
10日前までに予約のこと］）。
※�文化会館ホームページから
もチケット購入ができます。

☆申込み・問合せ　 924−9999　 924−5010

▲スサノオとヤマタノオ
ロチ（節句幟の一部分）

独奏（ヴァイオリン）

郷
ごう
古
こ
� 廉
すなお

ⓒWalter Garosi

平成26年（2014年）９月号

八尾市在住の音楽評論家・横原千
せん
史
し

さんによるプレトークもあります。

指揮�
三ツ橋�敬子

●対　　象　①�１・２歳児（過去に２回接種した人を
除く）

　　　　　　②�３・４歳児（過去に接種した人を除く。
来年３月31日まで）

　　　　　　※対象者には個別通知を行います。
●接種回数　①２回　②１回
●接種費用　無料
※�いずれも対象は接種時点で本市に住民登録のある人
（過去に水痘になったことがある人は対象外）。

水痘（みずぼうそう）ワクチンが
定期接種になります
☆問合せ　保健センター　 993−8600　 996−1598

水痘（みずぼうそう）ワクチン

※�高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種については、自
己負担額などが決まり次第、市政だよりなどでお知
らせします。

　これまで任意接種であった「水痘（みずぼう
そう）」の予防接種が10月１日から定期接種に
なります。対象者は忘れずに接種しましょう。

10月１日から




